














要旨:現在、全国において実施されている乳幼児健康診査について評価し、今世紀末から

21 世紀に対応する乳幼児健診のあり方について検討するものである。平成 4年度(初年度)

の作業は、①「乳幼児健康診査および保健指導の実施について」(昭和 41 年 10 月 21 日厚

生省児童家庭局通知)のとくに乳幼児健康診査部分を中心に改定案を作成、②現在の保健

所・市町村等における乳幼児健診についての評価、③委託個別方式の乳幼児健診の評価、

④現在の乳幼児健診における疾病等のスクリーニングを目的とした健診のあり方について

の評価、⑤学習障害児(LD 児)や自閉症児の早期発見、早期療育のあり方、⑥小児歯科健

康診査(歯科検診)の現状と評価、等について検討した。次年度は今年度の乳幼児健診の評

価を基盤にして、「今後 21 世紀を見通した社会的ニーズに適応した乳幼児健診とその実施

内容」をテーマに、各健診月齢および年齢毎の健診内容を含めた研究を実施する。


